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項｜ 遮光率が高い条件で、の育苗はデ、ルフイニウムの秋出し栽培を可能にする

エラータム系デルフィニウムの秋出し栽培では、育苗時に早期抽苔を発生し、早期開花

い！と品質低下を引き起こしやすい。このため、冷房育苗やセルトレイを利用した長期育苗が

開発されているものの、前者は施設整備費が高く、後者は育苗期間が長い問題がある。

遮光率が高い条件での育苗はこれらの問題を解決し、秋出し栽培に利用できることを明

らかにしたので、参考に供する。

1 育苗方法

(1) 4月下旬に必要苗数の 1～2割増しで播種する。

(2) 6月上旬に2.5号ポリポットに移植する。

(3）移植から定植まで遮光率90～95%の条件下で育百する D

(4）本葉展開後から週1回程度、液肥による追肥を行う。

(5）育苗期間を100日程度とし、 8月上旬に定植する。

2 作型

ト＼＼月 I3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

清苗＼＼｜上中下上中下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中下

本法（強遮光）｜ 0 （ム） ・ ・・・

セルトレイ長期 1000 （ム〉 ． ．．． 
0 ：播種、（ム）：移植、．：定植、・：採花期、セルトレイ長期： H19年指導参考内容

3 栽培上の留意点

(1) 90～95%遮光率の寒冷紗を 1枚被覆する。または75～80%遮光率の寒冷紗を使う場

合は 2枚重ねで被覆する。

(2）育苗用土に緩効性肥料を混和すると、初期の追肥を省略できる。

(3）育苗中は葉が混み合うため通気を良くする。

(4）抽苔していない苗を定植する。

(5）定植期が高温であるため、遮光等により温度を下げ、活着を促す。

(6）定植直後に抽苔した苗は取り除き、残っている苗を補植する口

1 秋出しデルフィニウムの切り花品質向上が期待できる。

期待される効果12 冷房育百施設がなくても、秋出し栽培が可能になる。

3 セルトレイを利用した長期育苗に比べて育苗期間が短縮される。

1 育苗場所に直射日光が入らぬようにする。

利用上の注意事項12 弱遮光条件の場合、抽苔しやすく、苗の確保が難しい。

3 秋冷が早い年次は、採花期が遅くなるため保温資材を利用する。
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【根拠となった主要な試験結果】

表1 遮光方法の違いが育苗時の抽苔と葉数に及ぼす影響

（平成18～19年青森農林総研フラワーセ）

遮光 ブルーバード
オーロフ

年次
試験 ＝同rsc→国← 

遮光方法 キ一＋ーユ竺
ブルーインプ

区 場所
（%） 抽苔率葉数 抽苔率葉数

（%）（枚） （%）（枚）

H18 遮光l露地 木 92 3 5.4 13 6.5 
遮光2 露地 銀色寒冷紗 64 29 5.8 73 6.6 
慣行 施設 銀色寒冷紗 61 38 6.5 95 7.8 
夜冷 施設 3 5.4 。6.4 

H19 遮光l露地 木 96 14 5.5 3 5.9 

遮光3 露地 黒色寒冷紗 94 18 5.6 10 7.0 

遮光4 施設 黒色寒冷紗 96 6 5.2 3 5.9 

慣行 施設 銀色寒冷紗 59 92 5.1 98 5.3 

夜冷 施設 5 8.2 。9.9 

（注） 1定植日に調査、葉数は生葉数

100 
0:Hl8 

,--._ 80ι ・：Hl9

主界
.__,, 60 
憐ト y= -l.94x+ 191.41 
判IT 40 R2=0.77 。
君 20

pく0.001 。
n=l4 

。
。20 40 60 80 100 

遮光率（%）

図1 育苗時の遮光率と抽苔率の関係

（平成18～19年
2 H19遮光3は直射日光の影響を受けたと思われるデータを除く 青森農林総研フラワーセ）

表2 遮光下での育苗によるデルフィニウムの採花期と切り花品質（平成18～19年 青森農林総研フラワーセ）

ブルーバード オーロラブルーインフ。

年次 試験区 採花 採花期 切り花長 花穂長 花奮数 採花率
率（%） （月／日） (cm) (cm) （個）

H18 遮光l 100 10/ 2 99.4 44.2 27.8 
遮光2 94 10/ 2 98.9 39.8 22.7 

慣行 100 9/29 102.6 42.9 21.5 
夜冷 94 10/ 6 98.5 39.0 17.8 

H19 遮光1 79 10/31 86.0 38.7 33.7 

遮光3 96 10/25 95.2 49.0 43.4 

遮光4 78 11/ 8 92.7 50.1 33.7 

慣行

夜冷 83 11/ 8 106.0 50.3 40.1 

（注）採花期：全体の50%を採花した目、調査終了： 11月30日

①寒冷紗を被覆し、遮光率．
90～95%の条件にする。 ＼ 
この際、直射日光が育百 ・._, U' ハウス内

場所に入らぬように注意す 司

る。ただし、間接光を入れ、
通気を良くするために裾上
げする。
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l 台 l l 台 l

図2ハウスを想定した場合の寒冷紗の設置方法と注意事項

耕種概要

1播種時期 H18年4月28日、 H19年4月26日

2 育苗用土げんきくん2号
3 処理開始 H18年6月12日、 H19年6月4日

切り花長 花穂長 花奮数
(cm) (cm) （個）

115.4 63.1 30.4 

104.9 60.8 31.5 

99.4 54.7 24.5 

77.7 41.0 39.4 

82.2 45.6 48.7 

79.6 44.8 40.9 

90.2 51.8 55.7 

②ナメクジ被害予防のために
．・育苗用の台を設置し、 100日

程度育苗する。ナメクジ駆除剤
を台の周囲に散布する。
ポットは転倒防止のためにト

レイに入れた方が安全である。

4 施 肥育苗：液肥（窒素：65～lOOppm）を週1回程度、基肥：窒素：リン酸：加里＝1.5:1.5: l.5(kg/a) 

5 定植時期日18年8月3日、 H19年8月2日

6 栽植様式うね幅140cm、株間20cm、条間20cm、4条植え（1,250/a)

7温度条件無加温（気温15度以下になった時期：H18年は11月上旬、 H19年は10月上旬）
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